
　日常生活で受ける放射線の量を比較すると、放射線治療のような特殊なケースを除
き、１回の行為当たりの線量や年間当たりの線量は、ミリシーベルト単位のものがほ
とんどです（上巻P76「診断で受ける放射線量」）。
　なお、人への健康影響が確認されている被ばく線量は、100ミリシーベルト以上で
あると考えられています。
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